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北陸建工グループ、全製造拠点の使用電力を再エネ由来に

鋼材加工の北陸建工グループ（富山県滑川市）を傘下に持つ建工ホールディングス（同）は、グループの
全製造拠点で使用する電力の100%を再生可能エネルギー由来に切り替えたと発表した。

グループ5社のうち、製造部門であるビル用鉄骨・鉄塔製造、鋼板加工、トンネル工事機材製造の3社の生
産拠点を対象にした。3社の工場で使用する年間電力量5453メガワット時を4月1日から再エネ由来に切り
替えた。約80%を滑川市内の水力発電所で、約20%をグループの物流拠点「北陸BASE」の屋根上に設け
た太陽光発電で賄う。年間の二酸化炭素の排出量を2480トン削減できる。

北陸BASEは24年に完成した。発電所から離れた需要家に電気を送る「オフサイトPPA（電力購入契約）」
を北陸電力と契約し電力を調達している。
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記事利用について

オフサイトPPA方式で屋根上に設置した太陽光発電で電力を供給する
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